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本 日 の 構 成

１．人口

２．産業構造

３．観 光

１．人 口
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1.人口
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▲５．２％

０５年⇒２５年
▲１８．６％

２５年⇒５０年
▲３０．５％

２５年
６４．８万人

０５年
７９．６万人

５０年
４５．１万人
【厚労省予測】

（万人）

（年）

高知県人口 ８５年
８４．０万人（ピーク）

加えて予測以上の
減少の可能性

①人口減少 ➊急加速

（出典）国勢調査、厚労省社会保障人口問題研究所、高知県（以下人口に関する国及び高知県関連の数値について同じ）
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①人口減少 ❷予測を上回る減少率

厚労省予測
（2007年５月）

高知県発表の
実数

（2025年4月）

２０２５年
（令和７年4月）

６４．８万人
〔▲１８．６％〕

【０５年比】

２０２５年
（令和７年）

６７．１万人
〔▲１５．７％〕

【０５年比】

高知県人口

２００５年
（平成１７年）

７９．６万人

〔▲５．２％〕
【８５年比】

予測より2.3万人減
予測を2.9％上回る減少率

1. 人口
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①人口減少 ❸予測を上回る減少の可能性

厚労省予測
（2023年12月）

前年比▲２％の
減少率による

25年後人口の
弊社試算

2023年4月1日時点人口

前年同月比▲1.2％
2024年同▲1.5％
2025年同▲1.7％

２０５０年
（令和３２年）

３９．４万人
〔▲３９．５％〕

【２５年比】

２０５０年
（令和３２年）

４５．１万人
〔▲３０．５％〕

【２５年比】

高知県人口

２０２５年

（令和７年4月現在）

６４．８万人

〔▲１８．６％〕
【０５年比】

2050年に40万人を
下回る可能性

1. 人口
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①人口減少 ❹人口動態

2011  2012  2013  2014  2015  2016  2017  2018  2019  2020  2021  2022  2023  2024（年）

（人）
高知県の人口動態の推移

自然動態数＝出生数ー死亡数
社会動態数＝転入数ー転出数

自然減と社会減が加速

１万人以上減

1. 人口
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①人口減少 ❺地域別動向・中央部

中央部市町の人口の推移

高知市
318,266 

348,979 
311,188 

241,483 

200,000

300,000

400,000

（人）

香南市
28,493 

32,659 
31,477 

24,703 いの町
29,036 

28,729 

19,789 

10,940 

南国市
44,866 

49,965 
45,321 

33,108 
香美市 33,878 

31,175 
24,961 

17,253 

土佐市
31,677 30,338 

24,524 

16,391 

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2025 2050（年）

1. 人口

高知市：25年⇒50年 ▲22.4％
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23.5 

39.4 

46.3 

47.9 

11.8 

9.1 

6.6 

6.0 

14.1 

13.3 

14.9 

15.7 

5.1 

2.5 

1.6 

1.5 

15.1 

12.2 

10.9 

10.6 

13.3 

9.7 

7.7 

7.0 

17.2 

13.9 

11.9 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1955

1985

2015

2025

高知県人口の地域別割合の推移

高知市 安芸地域 物部川地域 嶺北地域 仁淀川地域 高幡地域 幡多地域

（出所）総務省「国勢調査」、2025年は3月1日時点の高知県推計人口

（年）

高知県人口の地域別割合の推移

高知市への人口集中が加速

①人口減少（参考）高知市への人口集中

1. 人口
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①人口減少 ❺地域別動向・東部

（人）

室戸市 26,086 

19,472 
11,742 

10,108 

安芸市 25,022 
21,321 

16,243 
14,743 

8,409 

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

奈半利町 4,874 

4,027 

3,034 
2,730 

1,723 

田野町 4,149 

3,315 2,498 
2,272 

1,257 

安田町 4,428 

3,535 

2,370 
2,014 

1,043 1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2025 2050

3,777   

（年）

東部市町の人口の推移
室戸市人口内訳
（2025年4月）

・15歳未満：583人
・15-64歳未満：4013人
・65歳以上：5512人

1. 人口

室戸市：25年⇒50年 ▲62.6％
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①人口減少 ❺地域別動向・中西部

須崎市 31,852 

27,569 

20,590 
18,406 

10,434 

日高村 6,100 5,968 
4,812 4,508 

2,654 

四万十町26,438 

21,844 

15,607 
13,851 

7,595 

佐川町 16,114 
14,777 

12,323 11,447 

7,336 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2025 2050（年）

（人） 中西部市町村の人口の推移

1. 人口

須崎市：25年⇒50年 ▲43.3％
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①人口減少 ❺地域別動向・幡多地域

土佐清水市 24,252 
18,512 

12,388 
10,795 

5,124 

四万十市 40,315 38,784 

32,694 
30,396 

20,436 

宿毛市
26,080 25,970 

19,033 
17,297 

9,651 

三原村 2,195 1,871 1,437 1,289 
721 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2025 2050（年）

（人）

幡多市村の人口の推移

土佐清水市人口内訳
（2025年4月）

・15歳未満：666人
・15-64歳未満：4327人
・65歳以上：5802人

1. 人口

土佐清水市：25年⇒50年 ▲52.5％



11

①人口減少 ❻若年女性数
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昭和25年
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昭和35年
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昭和45年

1970

昭和55年

1980

平成2年

1990

平成12年

2000

平成22年

2010

令和2年

2020

（千人）

若年女性数

県人口に占める割合(％)

若年女性数の減少が加速
⇒人口減少が継続する可能性

高知県の若年（20-39歳）女性数とその県人口に占める割合（千人） （％）

1. 人口
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①人口減少（参考）全国大学生等への調査

地元就職を希望しない理由（大卒等・２０２５年卒見込み）

（出典）内閣府地域課題分析レポート（2024年秋号）、調査は2024年３～4月実施

（備考）大卒・院卒見込み者に対するアンケート調査での有効回答全国3017名のうち、地元就職を希望しない919名の複数回答

赤〇は就業環境理由
青〇は生活環境理由

1. 人口
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①人口減少（参考）県民所得比較

248 249 258 263 277

521

343
318 312

200

300

400

500

600

長崎 高知 秋田 青森 島根 東京 愛知 福井 全国平均

万円

一人当たり年間県民所得

人口減少率
【12位】【5位】【1位】【2位】【13位】

一人当たり県民所得（２０２２年）
（万円）

【 1 位 】

【２位】 【３位】

一人当たり県民所得

【42位】【41位】【37位】【34位】【27位】
（出典）高知県

1. 人口
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①人口減少（参考２）スマートシュリンクとは？ⅰ

２．高知県経済の長期トレンド

「選択と集中」をすること

高知県の「元気な未来創造戦略」における

スマートシュリンク（賢い縮小）とは？

厳しい人口減少と少子高齢化が背景

私的に解釈すれば
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①人口減少（参考）スマートシュリンクとは？ⅱ

（出典）高知県

1. 人口
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①人口減少（参考）スマートシュリンクとは？ⅲ

出典：高知県

1. 人口
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②少子高齢化 ➊先行かつ加速する高齢化率

14.5
17.2

20.6
23.6
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高知
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1 5 年 先 行

1. 人口
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②少子高齢化 ❷一段と加速ⅰ

20.1
17.6

15.4 13.8 12.8 12.2 11.5 10.9 8.7
14.5

17.2
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28.8
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65.4 65.2 64.0 62.7 61.2 59.0
55.6 53.6 45.7

0

10

20

30

40

50

60

70

85 90 95 00 05 10 15 20 50
（年）

高齢化率
（６５歳以上人口率）

１５歳未満人口率

（参考）７５歳以上人口の割合
2020年１９．０％⇒2050年２９．５％

生産年齢（１５歳～６４歳）人口率

高知県の年齢階層別人口割合の推移（％）

1. 人口
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3.912.2 14.2
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24.0 24.5

20.6
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85 90 95 00 05 10 15 20 50

（万人）
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高知県の年齢層別人口（実数）の推移

高齢者（６５歳以上）人口

１５歳未満人口

生産年齢（１５歳～６４歳）人口

②少子高齢化 ❷一段と加速ⅱ

（参考）７５歳以上人口の数
2020年13.1万人⇒2050年13.3万人

1. 人口
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高知県の年齢階層別人口構成の推移

15歳未満 15～64歳 65歳以上 高齢化率（右軸）

（出典）総務省「国勢調査」、2025年は高知県「高知県人口推計」、2030年以降は国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」

（万人）

78.7 81.4

69.2

45.1

将来推計

（％）

②少子高齢化 ❷一段と加速ⅲ

高知県の年齢階層別人口構成の推移

1. 人口
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③人手不足 ➊就業者数等

高知県の15歳以上人口、労働力人口、就業者数の推移

労働力人口と就業者数の減少が加速
⇒人手不足が続く可能性

（出典）日銀高知支店、備考：実績の直近は2022年。モデル推計値。破線は推計値。
（年）

1. 人口
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③人手不足 ❷長期間継続 

高知県の雇用人員判断ＤＩ（日銀短観）

10年以上不足超過が継続
⇒今後も続く可能性

不足超過

過
剰

超
過

↑
↓

不
足

超
過

（出典）日銀高知支店

1. 人口
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高知県内企業に対するアンケート調査

【質問】人員の状況について、従業者（パート等を含む）の現在の

充足状況はいかがですか。

③人手不足 ❸県内企業40％以上が人手不足

不足している

40.9

過不足はない

54.9

過剰である
1.1

無回答
3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=
1162

（出典）令和5年度高知県中小企業・小規模企業版県政世論調査、備考：対象3,000事業者・回答1162事業者、調査は2023年8～9月実施

1. 人口
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1. 人口

人口減少と少子高齢化の進行

地域経済縮小の可能性

人手不足・担い手不足の深刻化
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本 日 の 構 成

１．人 口

２．産業構造

３．観 光

２．産業構造
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2. 産業構造

保健衛生・

社会事業

（14.2）

卸売・小売業

（12.2）

不動産業

（10.2）

製造業（9.8）

公務（7.8）
建設業（7.6）

専門・科学技

術、業務支援

サービス業

（6.3）

教育（5.4）

運輸・郵便業

（4.8）

金融・保険業

（4.0）

農林水産業

（3.5）

情報通信業

（2.9）

宿泊・飲食

サービス業

（2.3）
その他

（9.0）

製造業

（19.8）

卸売・小売業

（13.9）

不動産業

（11.6）

専門・科学技術、業務支

援サービス業（8.9）

保健衛生・社会

事業（8.1）

建設業（5.4）

公務（5.1）

情報通信業（4.9）

運輸・郵便業

（4.5）

金融・保険業

（4.5）

教育（3.4）

宿泊・飲食

サービス業

（1.5）

農林水産業（0.9）

その他

（7.5）

（注1）15 年基準（08SNA）。（）内は、県内（国内）総生産（名目）全体に占める各業種のウエイト。
（注2）その他には輸入品に課される税・関税等が含まれる。
（注3）高知県は年度ベース、全国は暦年ベース。
（出典）日本銀高知支店、高知県「高知県県民経済計算の概要」、内閣府「国民経済計算」

▽高知県（％ポイント） ▽全国（％ポイント）

製造業のウェイトが小さく、保健衛生等（医療福祉）、建設、公務、教育、農業のウェイトが大きい

⇒ 外需の影響を受けにくく、国等の財政運営の影響を受けやすい可能性

高知県と国の名目総生産の比較（2022年度）
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◆業績（見込み含む）への影響について、「影響あり（プラスの影響）」、

「影響あり（マイナスの影響）」、「影響なし」、「わからない」の4択で回答を

求めた。

◆全産業で「影響なし」が46.5％と最多。次いで「わからない」38.9％、「影

響あり（マイナスの影響）」14.6％の順。「影響あり（プラスの影響）」

と回答した企業はなかった。「影響なし」が最も高い理由としては、製造業

のウェイトが小さいという高知県の産業構造が考えられる。また、「わから

ない」と回答した企業の割合が38.9％と高い理由としては、上乗せ分の

実施が7月9日まで一時停止され、日米両政府で関税交渉が続いており、

今後の予測が困難で注視していることもあると思われる。

◆ 「影響あり（マイナスの影響）」が最も高い業種は、製造業の21.6％。運

輸・サービス業15.2％、卸売・小売業13.2％と続く。建設業は0％。

調査結果：業績への影響（四銀地域経済研究所調べ、調査期間 2025年5月7日～6月9日）

（参考1）米国相互関税についての高知県内企業へのアンケート調査結果
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0 

0 

0 

0 

0 

14.6 

21.6 

13.2 

15.2 

46.5 

47.0 

35.8 

45.4 

75.0 

38.9 

31.4 

51.0 

39.4 

25.0 

全産業 ｎ＝157 

製造業 ｎ＝51 

卸売・小売業 ｎ＝53 

運輸・サービス業 ｎ＝33 

建設業 ｎ＝20 

米国相互関税の影響 （業種４区分別）

プラスの影響 マイナスの影響 影響なし わからない

（％）
※無回答を除く

調査結果：業績（見込み含む）への影響（業種別グラフ）

（参考1）米国相互関税についての高知県内企業へのアンケート調査結果
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調査結果：業績への影響 （東京商工リサーチ調べ、調査期間 2025年6月2日～9日）

（参考２）米国相互関税についての全国企業へのアンケート調査結果

（注）上記調査はインターネットによるアンケート調査。

農林水産鉱業、建設、製造、卸、小売、金融保険、不動産、運輸、情報通信、サービス等の業種の企業の有効回答7,113社を集計したもの。
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2. 産業構造

高知県の産業構造からみると

観光関連産業は重要なパート
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本 日 の 構 成

１．人 口

２．産業構造

３．観 光３．観 光



32（出典）高知県観光政策課（以下観光関連資料について、断りがない限り同じ）

3. 観光

①高知県の観光政策の基本スタンス：強みを生かす
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3. 観光

②高知県のこれまでの主な観光キャンペーン等の取組み
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■ キャンペーン名称＝どっぷり高知旅キャンペーン
高知ならではの魅力をじっくり、深く、たっぷりと味わっていただき、日常を忘れ、心からの息抜きや、

新しい発見・気づきにつなげて強力な高知のファンになっていただくことを目指す観光キャンペーン。

■ コンセプト＝極上の田舎、高知。
このコンセプトにおける「田舎」は、穏やかで自然あふれる場所、地域の独自性といったポジティブ

な意味。
未来に向けて重要な資源と新しい価値を持ち、あらためて見直され、

海外からも注目されている田舎。その「スーパーローカル」ともいえる

高知ならではの独自の魅力で一生モノの体験を提供。

■ ゴール
滞在日数の増、リピート率の向上

※県外観光客人泊数、観光総消費額を全体目標に設定

■ 対象期間
令和６年４月１日～令和１０年３月３１日の４年間

3. 観光

③高知県の最近の観光政策＝どっぷり高知旅キャンペーン ➊概要
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3. 観光

③高知県の最近の観光政策＝どっぷり高知旅キャンペーン ❷ポスター例
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3. 観光

③高知県の最近の観光政策＝どっぷり高知旅キャンペーン ❸展開イメージ
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ど
っ
ぷ
り
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旅

キ
ャ
ン
ペ
ー
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物
部
川
エ
リ
ア

観
光
博

南国市

香南市

香美市

3. 観光

③高知県の最近の観光政策＝「あんぱん」を生かした観光振興の展開イメージ
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⚫ 事業主体
香美市・南国市・香南市をはじめとする
官民一体の実行委員会

（事務局：物部川DMO協議会）

⚫ 取組み事例

• 受入れ環境整備（中核エリアや周遊拠点施設
等の磨上げ）

• 受入れ事業（特別イベントや企画展の開催
等）

• 誘致・広報事業（県民・近隣向け等）

物部川エリアでの観光博覧会
エリア内での受入れ環境整備、

県内・近隣県からの誘客

3. 観光

③高知県の最近の観光政策＝「あんぱん」を生かした観光振興・ものべすと
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3. 観光

④観光統計 ➊県外観光客の入込数（左軸）及び総消費額（右軸）
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3. 観光

④観光統計 ❷高知県の交通機関別県外観光客入込数（推計値）

（2024年） （2023年）
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3. 観光

④観光統計 ❸高知県の県外観光客の総消費額（アンケート調査結果）

2024年 2023年 24年-23年 対23年増減率
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3. 観光

④観光統計 ❹発地別の観光客の入込割合（アンケート調査結果）

23年22年21年

（2019-2023年の推移）

19年 20年



43

（注）集計対象先について随時見直しを行っているため、計数は必ずしも連続しない。2024年以降は速報値。

（出典）日銀高知支店、高知県「月別観光施設利用実績」

④観光統計 ❺主要観光施設入込客数（高知県）

3. 観光
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（注）1. 集計対象先について随時見直しを行っているため、計数は必ずしも連続しない。直近見直し後は高知県内38 先ベース。

         2. 前年同月比は、既存先ベースの値（既存先ベースとは、集計対象先の変更等があった場合、前年同月比を当年および前年とも集計の

             対象となった先のみで算出したもの）。また、四半期ベースの算出は、月次の既存先の集計額の積み上げによって計算している。

（出典）日本銀行高知支店

④観光統計 ❻主要旅館・ホテル宿泊客数（高知県）

3. 観光
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④観光統計 ❼月別延べ宿泊者数（日本人と外国人の合計・全国）

（万人泊）

3. 観光

（出典）国土交通省四国運輸局 「宿泊旅行統計調査」
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④観光統計 ❼月別延べ宿泊者数（日本人と外国人の合計・高知県）

（万人泊）

3. 観光

（出典）国土交通省四国運輸局 「宿泊旅行統計調査」
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⑤インバウンドの状況 ➊外国人延べ宿泊者数（全国及び高知県）

3. 観光
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外国人延べ宿泊者数の推移

高知県（左軸） 全 国（右軸）

（出典）国土交通省四国運輸局 「宿泊旅行統計調査」
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（万人泊）

3. 観光

⑤インバウンドの状況 ❷外国人月別延べ宿泊者数（全国）

（出典）国土交通省四国運輸局 「宿泊旅行統計調査」



49（出典）国土交通省四国運輸局 「宿泊旅行統計調査」

（万人泊）

3. 観光

⑤インバウンドの状況 ❷外国人月別延べ宿泊者数（高知県）
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⑤インバウンドの状況 ❸出身国・地域構成比（高知県）

3. 観光

【2023年 出身国・地域構成比】
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【チャーター便概要】

⚫ 期間：令和５年５月１０日～
令和７年１０月２５日

⚫ 便数：週２便往復（水、土）

⚫ 旅行会社：スタートトラベル
（台湾発団体ツアー販売）

⚫ 航空会社：タイガーエア台湾

⚫ 座席数：１８０席
（個人向け座席販売・１機あたり３６席）

⚫ 平均搭乗率：約９５％
（令和５年５月～令和７年２月）

⑤インバウンドの状況 ❹台湾ー高知定期チャーター便の就航状況

3. 観光
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⚫ 2024年の日本への外国クルーズ船（外国船社が運航するクルーズ船）の寄港回数は、前年比約1.5倍の

1,923回となり、コロナ前ピーク水準（2017年）の約96%まで回復。

⚫観光立国推進基本計画では、2025年で2,000回を目標値としている。

日本の港湾への外国クルーズ船の寄港回数（外国船社が運航するクルーズ船）

ピーク（2017年）の
約96%まで回復

（出典）国土交通省 「訪日クルーズ旅客数及びクルーズ船の寄港回数（2024年速報値）」

3. 観光

⑥クルーズ船の動向 ➊日本への外国クルーズ船の寄港回数
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⚫ 2024（令和6）年度の高知新港へのクルーズ船の寄港回数（日本船及び外国船）は53回、2025（令和7）

年度には107回と大幅な増加の見込み（2025年度は2025年6月2日現在の数値で予約を含む）。

世界のクルーズ船市場は拡大を続け、
世界の
世界の

高知新港へのクルーズ船の寄港回数（隻）

（出典）高知県港湾振興課

3. 観光

⑥クルーズ船の動向 ❷高知新港へのクルーズ船の寄港回数

大幅な増加の見込み 過去最多
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予定

⚫ 高知新港に寄港するクルーズ船（日本船及び外国船）の規模（乗客定員）は1000名～3000名の中型が多く、2025

（令和7）年度には寄港回数が大幅に増加する見込み（2025年度は2025年6月2日現在の数値で予約を含む）。

（出典）高知県港湾振興課資料を四銀地域経済研究所にて集計し作成

中型船を中心に
大幅な増加の見込み

高知新港への乗客定員別クルーズ船の寄港回数（隻）

500名未満 500名以上～
1000名未満

4000名以上～
5000名未満

5000名以上3000名以上～
4000名未満

2000名以上～
3000名未満

1000名以上～
2000名未満

高知新港に寄港予定のクルーズ船の乗客定員を合計すると
2024（R6）年度8.7万人⇒2025（R7）年度16.9万人の見込み

3. 観光

⑥クルーズ船の動向 ❸高知新港に寄港するクルーズ船の規模（乗客定員）と寄港回数
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3. 観光 （参考）四国のゴールデンルート
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3. 観光

「あんぱん」効果やクルーズ船の寄港増加

観光関連産業等への好機
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ご清聴ありがとうございました。
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経済・金融等に関する

講演等の依頼がございましたら、

次ページの連絡先にご連絡ください。
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地 域 と 共 に 未 来 を 創 造 す る

四銀地域経済研究所地域イノベーション部
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